
(57)【要約】

【課題】動画の表示品質を高めると共に、側面視認性を

向上させ得る液晶表示装置及びその駆動方法を提供する

。

【解決手段】本発明による液晶表示装置では、液晶パネ

ルに含まれる各画素が二個の副画素に分けられている。

外部から入力される映像データ信号のある一つのフレー

ムでは、比較的低い階調レベルを示すデータ階調信号が

、同じ画素に含まれる二個の副画素に対して同時に印加

される。次のフレームでは、同じ画素に含まれる二個の

副画素のうち、一方に対しては直前のフレームで印加さ

れた、比較的低い階調レベルを示すデータ階調信号がそ

のまま維持され、他方に対しては比較的高い階調レベル

を示すデータ階調信号が印加される。

【選択図】図1
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 外 部 か ら 入 力 さ れ る 映 像 デ ー タ 信 号 に 基 づ き 、 第 １ の 制 御 信 号 、 第 ２ の 制 御 信 号 、 及 び
デ ー タ 信 号 、 を 出 力 す る タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ 、
　 前 記 第 １ の 制 御 信 号 と 前 記 デ ー タ 信 号 と に 応 じ 、 異 な る 階 調 レ ベ ル を 示 す 第 １ の デ ー タ
階 調 信 号 と 第 ２ の デ ー タ 階 調 信 号 と を 出 力 す る デ ー タ 駆 動 部 、
　 前 記 第 ２ の 制 御 信 号 に 応 じ て ゲ ー ト 信 号 を 出 力 す る ゲ ー ト 駆 動 部 、 並 び に 、
　 そ れ ぞ れ が 第 １ の 副 画 素 と 第 ２ の 副 画 素 と を 含 み 、 マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 複 数 の
画 素 、 を 有 し 、 前 記 第 １ の デ ー タ 階 調 信 号 、 前 記 第 ２ の デ ー タ 階 調 信 号 、 及 び 前 記 ゲ ー ト
信 号 に 応 じ て 映 像 を 表 示 す る 液 晶 パ ネ ル 、
を 具 備 す る 液 晶 表 示 装 置 で あ り 、
　 前 記 デ ー タ 駆 動 部 か ら 前 記 第 １ の 副 画 素 に 対 し て は 、 前 記 第 １ の デ ー タ 階 調 信 号 と 前 記
第 ２ の デ ー タ 階 調 信 号 と が 前 記 映 像 デ ー タ 信 号 の フ レ ー ム 単 位 で 交 互 に 印 加 さ れ 、
　 前 記 デ ー タ 駆 動 部 か ら 前 記 第 ２ の 副 画 素 に 対 し て は 、 前 記 第 １ の デ ー タ 階 調 信 号 が 前 記
映 像 デ ー タ 信 号 の 二 つ の 連 続 す る フ レ ー ム 単 位 で 印 加 さ れ る 、
液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 液 晶 表 示 装 置 が 、 第 １ の 階 調 電 圧 信 号 と 第 ２ の 階 調 電 圧 信 号 と を 出 力 す る 階 調 電 圧
生 成 部 、 を さ ら に 具 備 し 、
　 前 記 デ ー タ 駆 動 部 が 、 前 記 第 １ の 階 調 電 圧 信 号 と 前 記 第 ２ の 階 調 電 圧 信 号 と に 応 じ 、 前
記 第 １ の デ ー タ 階 調 信 号 の 示 す べ き 階 調 レ ベ ル と 、 前 記 第 ２ の デ ー タ 階 調 信 号 の 示 す べ き
階 調 レ ベ ル と を そ れ ぞ れ 決 定 す る 、
請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ゲ ー ト 信 号 が 、
　 前 記 第 １ の デ ー タ 階 調 信 号 と 前 記 第 ２ の デ ー タ 階 調 信 号 と が 前 記 第 １ の 副 画 素 に 対 し て
印 加 さ れ る べ き 時 点 を 示 す 第 １ の ゲ ー ト 信 号 、 及 び 、
　 前 記 第 １ の デ ー タ 階 調 信 号 が 前 記 第 ２ の 副 画 素 に 対 し て 印 加 さ れ る べ き 時 点 を 示 す 第 ２
の ゲ ー ト 信 号 、
を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ゲ ー ト 駆 動 部 が 、
　 前 記 第 ２ の 制 御 信 号 に 応 じ 、 前 記 映 像 デ ー タ 信 号 の 各 フ レ ー ム の 期 間 を 示 す フ レ ー ム 制
御 信 号 、 を 出 力 す る 制 御 部 、
　 前 記 フ レ ー ム 制 御 信 号 に 応 じ 、 前 記 第 １ の ゲ ー ト 信 号 を 前 記 映 像 デ ー タ 信 号 の フ レ ー ム
毎 に ア ク テ ィ ブ に す る 第 １ の ゲ ー ト 信 号 発 生 部 、 及 び 、
　 前 記 フ レ ー ム 制 御 信 号 に 応 じ 、 前 記 第 ２ の ゲ ー ト 信 号 を 前 記 映 像 デ ー タ 信 号 の 二 つ の 連
続 す る フ レ ー ム 毎 に ア ク テ ィ ブ に す る 第 ２ の ゲ ー ト 信 号 発 生 部 、
を 含 む 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 液 晶 パ ネ ル が 、
　 前 記 第 １ の デ ー タ 階 調 信 号 と 前 記 第 ２ の デ ー タ 階 調 信 号 と を 前 記 デ ー タ 駆 動 部 か ら 前 記
複 数 の 画 素 の そ れ ぞ れ に 伝 送 す る デ ー タ ラ イ ン 、
　 前 記 第 １ の ゲ ー ト 信 号 を 前 記 第 １ の ゲ ー ト 信 号 発 生 部 か ら 前 記 第 １ の 副 画 素 に 伝 送 す る
第 １ の ゲ ー ト ラ イ ン 、 及 び 、
　 前 記 第 ２ の ゲ ー ト 信 号 を 前 記 第 ２ の ゲ ー ト 信 号 発 生 部 か ら 前 記 第 ２ の 副 画 素 に 伝 送 す る
第 ２ の ゲ ー ト ラ イ ン 、
を さ ら に 含 む 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ の デ ー タ 階 調 信 号 と 前 記 第 ２ の デ ー タ 階 調 信 号 と を 同 じ 極 性 に し 、 前 記 第 １ の
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デ ー タ 階 調 信 号 と 前 記 第 ２ の デ ー タ 階 調 信 号 と の 極 性 を 前 記 映 像 デ ー タ 信 号 の 二 つ の 連 続
す る フ レ ー ム 毎 に 反 転 さ せ る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ の デ ー タ 階 調 信 号 の 示 す 階 調 レ ベ ル が 、 前 記 第 ２ の デ ー タ 階 調 信 号 の 示 す 階 調
レ ベ ル よ り 低 い 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 映 像 デ ー タ 信 号 の フ レ ー ム 周 波 数 が 120Hz又 は 60Hzで あ る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 液 晶
表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 外 部 か ら 映 像 デ ー タ 信 号 を 入 力 し 、 前 記 映 像 デ ー タ 信 号 に 基 づ き 、 第 １ の 制 御 信 号 、 第
２ の 制 御 信 号 、 及 び デ ー タ 信 号 を 出 力 す る 段 階 、
　 前 記 第 １ の 制 御 信 号 と 前 記 デ ー タ 信 号 と に 応 じ 、 異 な る 階 調 レ ベ ル を 示 す 第 １ の デ ー タ
階 調 信 号 と 第 ２ の デ ー タ 階 調 信 号 と を 出 力 す る 段 階 、
　 前 記 第 ２ の 制 御 信 号 に 応 じ 、 第 １ の ゲ ー ト 信 号 を 前 記 映 像 デ ー タ 信 号 の フ レ ー ム 毎 に ア
ク テ ィ ブ に し て 前 記 第 １ の デ ー タ 階 調 信 号 と 前 記 第 ２ の デ ー タ 階 調 信 号 と を 前 記 映 像 デ ー
タ 信 号 の フ レ ー ム 単 位 で 交 互 に 、 各 画 素 に 含 ま れ る 第 １ の 副 画 素 に 対 し て 印 加 し 、 第 ２ の
ゲ ー ト 信 号 を 前 記 映 像 デ ー タ 信 号 の 二 つ の 連 続 す る フ レ ー ム 毎 に ア ク テ ィ ブ に し て 第 １ の
デ ー タ 階 調 信 号 を 前 記 映 像 デ ー タ 信 号 の 二 つ の 連 続 す る フ レ ー ム 毎 に 、 各 画 素 に 含 ま れ る
第 ２ の 副 画 素 に 対 し て 印 加 す る 段 階 、 並 び に 、
　 前 記 第 １ の デ ー タ 階 調 信 号 、 前 記 第 ２ の デ ー タ 階 調 信 号 、 前 記 第 １ の ゲ ー ト 信 号 、 及 び
前 記 第 ２ の ゲ ー ト 信 号 に 応 じ て 液 晶 パ ネ ル に 映 像 を 表 示 す る 段 階 、
を 含 む 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 １ の ゲ ー ト 信 号 と 前 記 第 ２ の ゲ ー ト 信 号 と を ア ク テ ィ ブ に す る 段 階 が 、
　 前 記 第 ２ の 制 御 信 号 に 応 じ 、 前 記 映 像 デ ー タ 信 号 の 各 フ レ ー ム の 期 間 を 示 す フ レ ー ム 制
御 信 号 、 を 出 力 す る 段 階 、 及 び 、
　 前 記 フ レ ー ム 制 御 信 号 に 応 じ 、 前 記 第 １ の ゲ ー ト 信 号 と 前 記 第 ２ の ゲ ー ト 信 号 と の そ れ
ぞ れ を ア ク テ ィ ブ に す る 段 階 、
を 含 む 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 １ の デ ー タ 階 調 信 号 と 前 記 第 ２ の デ ー タ 階 調 信 号 と を 同 じ 極 性 に し 、 前 記 第 １ の
デ ー タ 階 調 信 号 と 前 記 第 ２ の デ ー タ 階 調 信 号 と の 極 性 を 前 記 映 像 デ ー タ 信 号 の 二 つ の 連 続
す る フ レ ー ム 毎 に 反 転 さ せ る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 １ の デ ー タ 階 調 信 号 の 示 す 階 調 レ ベ ル が 、 前 記 第 ２ の デ ー タ 階 調 信 号 の 示 す 階 調
レ ベ ル よ り 低 い 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 液 晶 表 示 装 置 に 関 し 、 特 に 、 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 表 示 装 置 は 、 陰 極 線 管 を 用 い た 従 来 の 映 像 表 示 装 置 に 代 わ る 映 像 表 示 装 置 の 代 表 格
の 一 つ で あ る 。 液 晶 表 示 装 置 は 、 一 定 の 距 離 を 隔 て て 接 着 さ れ た 二 枚 の 基 板 （ ガ ラ ス 基 板
） の 間 に 液 晶 が 注 入 さ れ た 液 晶 パ ネ ル を 含 む 。 液 晶 表 示 装 置 は 、 二 枚 の 基 板 か ら 液 晶 に 対
し て 印 加 さ れ る 電 界 の 強 度 を 画 素 ご と に 調 節 す る こ と に よ り 、 液 晶 パ ネ ル を 透 過 す る 光 量
を 画 素 ご と に 調 節 で き る 。 こ の よ う な 制 御 方 式 に よ り 、 液 晶 パ ネ ル に は 所 望 の 画 像 が 表 示
さ れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2001－ 108965号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 液 晶 表 示 装 置 に 対 し て は 、 更 な る 高 画 質 化 と 更 な る 大 画 面 化 と が 求 め ら れ て い る 。 し か
し 、 大 画 面 の 液 晶 パ ネ ル を 搭 載 す る 液 晶 表 示 装 置 で は 、 「 画 面 を 側 方 か ら 眺 め る ほ ど 、 画
面 に 表 示 さ れ た 映 像 の 歪 曲 が 増 大 す る の で 画 質 が 低 下 す る 」 と い う 側 面 視 認 性 に 関 す る 問
題 が あ る 。 一 方 、 液 晶 表 示 装 置 に は 更 に 、 「 画 面 に 動 画 を 表 示 す る と き 、 物 体 の 輪 郭 を 鮮
明 に す る こ と が 容 易 で は な く 、 か つ 、 映 像 が 薄 暗 く ぼ け や す い （ ブ ラ ー リ ン グ が 生 じ や す
い ） 」 と い う 問 題 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 側 面 視 認 性 を 向 上 さ せ る た め の 技 術 と し て は 、 例 え ば 、 各 画 素 を 複 数 の 副 画 素 に 分 割 し
て 共 通 の 映 像 信 号 に 対 す る 各 副 画 素 の 輝 度 を 変 化 さ せ る 技 術 が 知 ら れ て い る 。 し か し 、 そ
の 技 術 だ け で は 一 般 に 、 各 画 素 の 輝 度 （ コ ン ト ラ ス ト ） を 更 に 向 上 さ せ る こ と が 困 難 で あ
る の で 、 動 画 表 示 に 関 す る 上 記 の 問 題 が 解 決 し づ ら い 。
　 本 発 明 の 技 術 的 課 題 は 、 画 質 （ 特 に 動 画 の 表 示 品 質 ） を さ ら に 高 め る と 共 に 、 側 面 視 認
性 を さ ら に 向 上 さ せ 得 る 液 晶 表 示 装 置 、 を 提 供 す る と こ ろ に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ 、 デ ー タ 駆 動 部 、 ゲ ー ト 駆 動 部
、 及 び 液 晶 パ ネ ル を 具 備 す る 。 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ は 、 外 部 か ら 入 力 さ れ る 映 像 デ ー
タ 信 号 に 基 づ き 、 第 １ の 制 御 信 号 、 第 ２ の 制 御 信 号 、 及 び デ ー タ 信 号 を 出 力 す る 。 デ ー タ
駆 動 部 は 、 第 １ の 制 御 信 号 と デ ー タ 信 号 と に 応 じ 、 異 な る 階 調 レ ベ ル を 示 す 第 １ の デ ー タ
階 調 信 号 と 第 ２ の デ ー タ 階 調 信 号 と を 出 力 す る 。 ゲ ー ト 駆 動 部 は 、 第 ２ の 制 御 信 号 に 応 じ
て ゲ ー ト 信 号 を 出 力 す る 。 液 晶 パ ネ ル は 、 マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 複 数 の 画 素 を 有 す
る 。 液 晶 パ ネ ル は 、 第 １ の デ ー タ 階 調 信 号 、 第 ２ の デ ー タ 階 調 信 号 、 及 び ゲ ー ト 信 号 に 応
じ て 映 像 を 表 示 す る 。 こ こ で 、 液 晶 パ ネ ル の 画 素 の そ れ ぞ れ は 好 ま し く は 、 第 １ の 副 画 素
と 第 ２ の 副 画 素 と を 含 む 。 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 装 置 で は 特 に 、 デ ー タ 駆 動 部 か ら 第 １ の
副 画 素 に 対 し て は 、 第 １ の デ ー タ 階 調 信 号 と 第 ２ の デ ー タ 階 調 信 号 と が 映 像 デ ー タ 信 号 の
フ レ ー ム 単 位 で 交 互 に 印 加 さ れ る 。 一 方 、 デ ー タ 駆 動 部 か ら 第 ２ の 副 画 素 に 対 し て は 、 第
１ の デ ー タ 階 調 信 号 が 映 像 デ ー タ 信 号 の 二 つ の 連 続 す る フ レ ー ム 単 位 で 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 は 次 の 通 り で あ る 。 ま ず 、 外 部 か ら 映 像 デ ー タ 信
号 を 入 力 し 、 そ の 映 像 デ ー タ 信 号 に 基 づ き 、 第 １ の 制 御 信 号 、 第 ２ の 制 御 信 号 、 及 び 前 記
デ ー タ 信 号 を 出 力 す る 。 次 に 、 第 １ の 制 御 信 号 と デ ー タ 信 号 と に 応 じ 、 異 な る 階 調 レ ベ ル
を 示 す 第 １ の デ ー タ 階 調 信 号 と 第 ２ の デ ー タ 階 調 信 号 と を 出 力 す る 。 一 方 、 第 ２ の 制 御 信
号 に 応 じ 、 第 １ の ゲ ー ト 信 号 を 映 像 デ ー タ 信 号 の フ レ ー ム 毎 に ア ク テ ィ ブ に し て 第 １ の デ
ー タ 階 調 信 号 と 第 ２ の デ ー タ 階 調 信 号 と を 映 像 デ ー タ 信 号 の フ レ ー ム 単 位 で 交 互 に 、 各 画
素 に 含 ま れ る 第 １ の 副 画 素 に 対 し て 印 加 し 、 第 ２ の ゲ ー ト 信 号 を 映 像 デ ー タ 信 号 の 二 つ の
連 続 す る フ レ ー ム 毎 に ア ク テ ィ ブ に し て 第 １ の デ ー タ 階 調 信 号 を 映 像 デ ー タ 信 号 の 二 つ の
連 続 す る フ レ ー ム 毎 に 、 各 画 素 に 含 ま れ る 第 １ の 副 画 素 に 対 し て 印 加 す る 。 続 い て 、 第 １
の デ ー タ 階 調 信 号 、 第 ２ の デ ー タ 階 調 信 号 、 第 １ の ゲ ー ト 信 号 、 及 び 第 ２ の ゲ ー ト 信 号 に
応 じ て 液 晶 パ ネ ル に 映 像 を 表 示 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 装 置 で は 液 晶 パ ネ ル の 各 画 素 が 二 個 の 副 画 素 で 構 成 さ れ て い る 。
一 方 、 デ ー タ 駆 動 部 は 、 同 じ デ ー タ 信 号 に 応 じ 、 異 な る 階 調 レ ベ ル を 示 す 二 つ の デ ー タ 階
調 信 号 を 出 力 す る 。 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 、 映 像 デ ー タ 信 号 の あ る 一 つ の フ レ ー ム
で は 、 上 記 二 つ の デ ー タ 階 調 信 号 の 一 方 （ 好 ま し く は 、 階 調 レ ベ ル が 低 い デ ー タ 階 調 信 号
） を 、 同 じ 画 素 に 含 ま れ る 二 個 の 副 画 素 に 対 し て 同 時 に 印 加 す る 。 次 の フ レ ー ム で は 、 そ
れ ら 二 個 の 副 画 素 の う ち 、 一 方 に 対 し て は 直 前 の フ レ ー ム で 印 加 さ れ た （ 好 ま し く は 、 低
い 階 調 レ ベ ル を 示 す ） デ ー タ 階 調 信 号 を 維 持 し 、 他 方 に 対 し て は （ 高 い 階 調 レ ベ ル を 示 す

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-279675 A 2007.10.25



） も う 一 つ の デ ー タ 階 調 信 号 を 新 た に 印 加 す る 。 そ れ に よ り 、 映 像 デ ー タ 信 号 の 二 つ の 連
続 す る フ レ ー ム の 一 方 で は 、 同 じ 画 素 に 含 ま れ る 二 個 の 副 画 素 の 輝 度 が 異 な る の で 、 液 晶
パ ネ ル の 側 面 視 認 性 が 向 上 す る 。 二 つ の 連 続 す る フ レ ー ム の 他 方 で は 、 同 じ 画 素 に 含 ま れ
る 二 個 の 副 画 素 の 輝 度 が 低 い 方 に 揃 え ら れ る の で 映 像 全 体 が 暗 く な る 。 そ れ に よ り 、 二 つ
の 連 続 す る フ レ ー ム で は 、 一 方 の コ ン ト ラ ス ト が 他 方 の コ ン ト ラ ス ト よ り 低 い の で 、 従 来
の イ ン パ ル ス 駆 動 （ 正 規 の 明 る い 映 像 の 間 に 暗 い 映 像 を 挿 入 す る 駆 動 方 式 ） と 同 等 な 、 残
像 の 抑 制 効 果 が 得 ら れ る 。 特 に 動 画 表 示 で は 物 体 の 輪 郭 が 更 に 鮮 明 化 し 、 表 示 の ぼ け （ ブ
ラ ー リ ン グ ） が 除 去 さ れ る 。 こ う し て 、 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 画 質 を 向 上 さ せ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 添 付 し た 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 好 ま し く は 、 側 面 視 認 性 を 向 上 さ せ る た め に 垂
直 配 向 モ ー ド の 液 晶 を 利 用 す る 。 垂 直 配 向 モ ー ド の 液 晶 で は 、 電 場 が 印 加 さ れ て い な い 状
態 で は 液 晶 分 子 が 基 板 の 表 面 に 対 し て 垂 直 に 配 向 さ れ 、 電 場 が 印 加 さ れ て い る 状 態 で は 液
晶 分 子 が 電 場 方 向 に 対 し て 垂 直 に 配 向 さ れ る 。 特 に Ｓ － Ｐ Ｖ Ａ （ Super－ Patterned　 Vert
ical　 Alignment） で は 、 一 個 の 画 素 が 二 個 の 副 画 素 に 分 割 さ れ 、 そ の 画 素 に 対 す る 同 じ
映 像 信 号 に 対 し 、 各 副 画 素 が 構 成 す る 液 晶 キ ャ パ シ タ の 充 填 率 が 異 な る よ う に 調 節 さ れ る
。 同 じ 画 素 に 含 ま れ る 二 個 の 副 画 素 間 で の 充 填 率 の 差 が そ れ ら の 副 画 素 間 に 透 過 率 の 差 を
誘 導 す る の で 、 液 晶 表 示 装 置 の 側 面 視 認 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 1は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 1に 示 さ
れ て い る よ う に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 10は 、 映 像 を 表 示 す る 液 晶 パ ネ ル
100、 制 御 信 号 を 出 力 す る タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ 200、 階 調 電 圧 信 号 を 出 力 す る 階 調 電 圧
生 成 部 300、 デ ー タ 階 調 信 号 を 出 力 す る デ ー タ 駆 動 部 400、 及 び ゲ ー ト 信 号 を 出 力 す る ゲ ー
ト 駆 動 部 500を 含 む 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 液 晶 パ ネ ル 100は 、 共 通 電 極 を 有 す る 基 板 と 画 素 電 極 を 有 す る 基 板 と を 含 み 、 そ れ ら 二
枚 の 基 板 の 間 に は 液 晶 が 注 入 さ れ て い る 。 画 素 電 極 を 有 す る 基 板 に は 、 複 数 の デ ー タ ラ イ
ン D1～ Dm、 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン の 対 （ G1a、 G1b） ～ （ Gna、 Gnb） 、 及 び 、 マ ト リ ッ ク ス 状
に 配 列 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 間 が デ ー タ ラ イ ン D1～ Dmと ゲ ー ト ラ イ ン （ G1a、 G1b） ～ （ Gna、 G
nb） と に よ り 仕 切 ら れ て い る 複 数 の 画 素 PXを 含 む 。 複 数 の 画 素 PXの そ れ ぞ れ は 、 第 １ の 副
画 素 PXaと 第 ２ の 副 画 素 PXbと に 分 割 さ れ て い る 。 第 １ の 副 画 素 PXaは 一 本 の デ ー タ ラ イ ン D
1と ゲ ー ト ラ イ ン の 対 の 一 方 G1aと に 接 続 さ れ 、 第 ２ の 副 画 素 PXaは 同 じ デ ー タ ラ イ ン D1と
ゲ ー ト ラ イ ン の 対 の 他 方 G1bと に 接 続 さ れ て い る 。 デ ー タ ラ イ ン D1～ Dmは 画 素 PXの マ ト リ
ッ ク ス の 列 方 向 に 対 し て 平 行 に 配 列 さ れ 、 ゲ ー ト ラ イ ン の 対 （ G1a、 G1b） ～ （ Gna、 Gnb）
は 画 素 PXの マ ト リ ッ ク ス の 行 方 向 に 対 し て 平 行 に 配 列 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ 200は 、 外 部 の グ ラ フ ィ ッ ク コ ン ト ロ ー ラ （ 図 示 せ ず ） か ら 、
映 像 デ ー タ 信 号 RGB、 水 平 同 期 信 号 Hsync、 垂 直 同 期 信 号 Vsync、 デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 DE
、 及 び ク ロ ッ ク 信 号 MCLKを 入 力 す る 。 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ 200は 、 映 像 デ ー タ 信 号 RGB
の デ ー タ フ ォ ー マ ッ ト を 液 晶 パ ネ ル 100の 仕 様 に 合 う よ う に 変 換 し 、 デ ー タ 信 号 DATAを 出
力 す る 。 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ 200は 更 に 、 第 １ の 制 御 信 号 CNT1と 第 ２ の 制 御 信 号 CNT2
と を 出 力 す る 。 デ ー タ 信 号 DATAと 第 １ の 制 御 信 号 CNT1と は デ ー タ 駆 動 部 400に 対 し て 印 加
さ れ 、 第 ２ の 制 御 信 号 CNT2は ゲ ー ト 駆 動 部 500に 対 し て 印 加 さ れ る 。 こ こ で 、 映 像 デ ー タ
信 号 RGBの フ レ ー ム 周 波 数 は 好 ま し く は 、 60Hz又 は 120Hzで あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 階 調 電 圧 生 成 部 300は 、 液 晶 パ ネ ル 100の 各 画 素 PXの 透 過 率 に 関 連 づ け ら れ た 階 調 レ ベ ル
を 示 す 第 １ の 階 調 電 圧 信 号 GV1と 第 ２ の 階 調 電 圧 信 号 GV2と を 出 力 す る 。 第 １ の 階 調 電 圧 信
号 GV1と 第 ２ の 階 調 電 圧 信 号 GV2と は デ ー タ 駆 動 部 400に 対 し て 印 加 さ れ る 。 こ こ で 、 第 １
の 階 調 電 圧 信 号 GV1の レ ベ ル は 一 般 に 第 ２ の 階 調 電 圧 信 号 GV2の レ ベ ル と は 異 な る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 デ ー タ 駆 動 部 400は 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ 200か ら 印 加 さ れ る デ ー タ 信 号 DATAと 第 １
の 制 御 信 号 CNT1、 及 び 、 階 調 電 圧 生 成 部 300か ら 印 加 さ れ る 第 １ の 階 調 電 圧 信 号 GV1と 第 ２
の 階 調 電 圧 信 号 GV2と に 応 じ 、 液 晶 パ ネ ル 100の デ ー タ ラ イ ン D1～ Dmに 対 し て 第 １ の デ ー タ
階 調 信 号 GA1と 第 ２ の デ ー タ 階 調 信 号 GA2と を 出 力 す る 。 具 体 的 に は 、 デ ー タ 駆 動 部 400は
ま ず 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ 200か ら 画 素 PXの マ ト リ ッ ク ス の 一 行 に 対 す る デ ー タ 信 号 D
ATAを 入 力 し 、 階 調 電 圧 生 成 部 300か ら 印 加 さ れ る 第 １ の 階 調 電 圧 信 号 GV1と 第 ２ の 階 調 電
圧 信 号 GV2と の い ず れ か を 、 各 デ ー タ 信 号 DATAに 対 応 す る 階 調 電 圧 信 号 と し て 選 択 す る 。
次 に 、 デ ー タ 駆 動 部 400は 、 選 択 さ れ た 階 調 電 圧 信 号 を 、 ア ナ ロ グ 信 号 で あ る 第 １ の デ ー
タ 階 調 信 号 GA1と 第 ２ の デ ー タ 階 調 信 号 GA2と に 変 換 し 、 そ れ ら を 目 標 の デ ー タ ラ イ ン D1～
Dmに 対 し て 印 加 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 １ の デ ー タ 階 調 信 号 GA1の レ ベ ル は 第 ２ の デ ー タ 階 調 信 号 GA2の レ ベ ル と は 異 な る 。 例
え ば 、 第 １ の デ ー タ 階 調 信 号 GA1の レ ベ ル が 第 ２ の デ ー タ 階 調 信 号 GA2の レ ベ ル よ り 低 い 場
合 、 第 １ の デ ー タ 階 調 信 号 GA1が 液 晶 パ ネ ル 100の 画 素 PXに 対 し て 印 加 さ れ る と き は そ の 画
素 が 比 較 的 暗 く 、 第 ２ の デ ー タ 階 調 信 号 GA2が 液 晶 パ ネ ル 100の 画 素 PXに 対 し て 印 加 さ れ る
と き は そ の 画 素 が 比 較 的 明 る い 。 第 １ の デ ー タ 階 調 信 号 GA1は 、 各 画 素 PXに 含 ま れ る 第 １
の 副 画 素 PXaと 第 ２ の 副 画 素 PXbと の 両 方 に 対 し て 印 加 さ れ 、 第 ２ の デ ー タ 階 調 信 号 GA2は
第 １ の 副 画 素 PXaに 対 し て の み 印 加 さ れ る 。 好 ま し く は 、 映 像 デ ー タ 信 号 RGBの あ る 一 つ の
フ レ ー ム で は 、 同 じ 画 素 PXに 含 ま れ る 第 １ の 副 画 素 PXaと 第 ２ の 副 画 素 PXbと に 対 し 、 第 １
の デ ー タ 階 調 信 号 GA1が 同 時 に 印 加 さ れ る 。 映 像 デ ー タ 信 号 RGBの 次 の フ レ ー ム で は 、 第 １
の 副 画 素 PXaに 対 し て は 第 ２ の デ ー タ 階 調 信 号 GA2が 新 た に 印 加 さ れ 、 第 ２ の 副 画 素 PXbに
対 し て は 直 前 の フ レ ー ム で 印 加 さ れ た 第 １ の デ ー タ 階 調 信 号 GA1が そ の ま ま 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ゲ ー ト 駆 動 部 500は 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ 200か ら 印 加 さ れ る 第 ２ の 制 御 信 号 CNT2に
応 じ 、 液 晶 パ ネ ル 100の ゲ ー ト ラ イ ン の 各 対 （ G1a、 G1b） ～ （ Gna、 Gnb） を 通 じ て ゲ ー ト
信 号 の 対 （ GS1a、 GS1b） ～ （ GSna、 GSnb） を 出 力 す る 。 ゲ ー ト 信 号 の 各 対 （ GS1a、 GS1b）
～ （ GSna、 GSnb） は 、 各 画 素 PXに 含 ま れ る 第 １ の 副 画 素 PXaと 第 ２ の 副 画 素 PXbと の 対 に 対
し て 印 加 さ れ 、 第 １ の 副 画 素 PXaと 第 ２ の 副 画 素 PXbと の そ れ ぞ れ に 含 ま れ る 薄 膜 ト ラ ン ジ
ス タ を タ ー ン オ ン さ せ 、 又 は タ ー ン オ フ さ せ る 。 す な わ ち 、 デ ー タ 駆 動 部 400か ら 出 力 さ
れ る 第 １ の デ ー タ 階 調 信 号 GA1と 第 ２ の デ ー タ 階 調 信 号 GA2と の 各 対 が 各 画 素 PXに 含 ま れ る
第 １ の 副 画 素 PXaと 第 ２ の 副 画 素 PXbと の 対 に 対 し て 印 加 さ れ る べ き 時 点 を 、 ゲ ー ト 信 号 の
各 対 （ GS1a、 GS1b） ～ （ GSna、 GSnb） は 示 す 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 2Aと 図 2Bは 、 図 1に 示 さ れ て い る 液 晶 パ ネ ル の 一 個 の 画 素 の 構 成 を 示 す 図 面 で あ る 。
図 2Aと 図 2Bと に 示 さ れ て い る よ う に 、 一 個 の 画 素 PXは 第 １ の 副 画 素 PXaと 第 ２ の 副 画 素 PXb
と か ら 成 る 。 第 １ の 副 画 素 PXaは 第 １ の デ ー タ ラ イ ン D1と 第 １ の ゲ ー ト ラ イ ン G1aと に 連 結
さ れ 、 第 ２ の 副 画 素 PXbは 第 １ の デ ー タ ラ イ ン D1と 第 ２ の ゲ ー ト ラ イ ン G1bと に 連 結 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 2Aに 示 さ れ て い る よ う に 、 映 像 デ ー タ 信 号 RGBの あ る 一 つ の フ レ ー ム で は 第 １ の 副 画
素 PXaと 第 ２ の 副 画 素 PXbと の 両 方 に 対 し て 第 １ の デ ー タ 階 調 信 号 GA1が 印 加 さ れ る 。 す な
わ ち 、 第 １ の ゲ ー ト ラ イ ン G1aと 第 ２ の ゲ ー ト ラ イ ン G1bと の そ れ ぞ れ に 入 力 さ れ る 第 １ の
ゲ ー ト 信 号 GS1aと 第 ２ の ゲ ー ト 信 号 GS1bと が 同 時 に ア ク テ ィ ブ に さ れ る と き 、 第 １ の 副 画
素 PXaと 第 ２ の 副 画 素 PXbと の そ れ ぞ れ に 含 ま れ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が 同 時 に タ ー ン オ ン す
る 。 そ れ に よ り 、 デ ー タ 駆 動 部 400か ら 第 １ の デ ー タ ラ イ ン D1に 対 し て 印 加 さ れ た 第 １ の
デ ー タ 階 調 信 号 GA1が 、 第 １ の 副 画 素 PXaと 第 ２ の 副 画 素 PXbと に 対 し て 同 時 に 印 加 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 2Aに 示 さ れ て い る 状 態 が 実 現 さ れ て い る フ レ ー ム の 次 の フ レ ー ム で は 、 図 2Bに 示 さ れ
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て い る よ う に 、 第 １ の 副 画 素 PXaに 対 し て は 第 ２ の デ ー タ 階 調 信 号 GA2が 新 た に 印 加 さ れ 、
第 ２ の 副 画 素 PXbに 対 し て は 直 前 の フ レ ー ム で 印 加 さ れ た 第 １ の デ ー タ 階 調 信 号 GA1が そ の
ま ま 維 持 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 第 １ の ゲ ー ト ラ イ ン G1aに 入 力 さ れ る 第 １ の ゲ ー ト 信 号 G
S1aが ア ク テ ィ ブ に さ れ る こ と に よ り 、 第 １ の 副 画 素 PXaに 含 ま れ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が タ
ー ン オ ン す る 。 一 方 、 第 ２ の ゲ ー ト ラ イ ン G1bに 入 力 さ れ る 第 ２ の ゲ ー ト 信 号 GS1bが ア ク
テ ィ ブ で は な い 状 態 に 維 持 さ れ る こ と に よ り 、 第 ２ の 副 画 素 PXbに 含 ま れ る 薄 膜 ト ラ ン ジ
ス タ は オ フ 状 態 を 維 持 す る 。 そ れ に よ り 、 デ ー タ 駆 動 部 400か ら 第 １ の デ ー タ ラ イ ン D1に
対 し て 印 加 さ れ た 第 ２ の デ ー タ 階 調 信 号 GA2が 第 １ の 副 画 素 PXaに 対 し て の み 印 加 さ れ る 。
一 方 、 第 ２ の 副 画 素 PXbに 対 し て は 直 前 の フ レ ー ム で 印 加 さ れ た 第 １ の デ ー タ 階 調 信 号 GA1
が そ の ま ま 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 3は 、 図 1に 示 さ れ て い る ゲ ー ト 駆 動 部 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 3に 示 さ れ て い る よ う
に 、 ゲ ー ト 駆 動 部 500は 、 フ レ ー ム 制 御 信 号 FCを 出 力 す る 制 御 部 510、 第 １ の ゲ ー ト 信 号 GS
1a～ GSnaを 出 力 す る 第 １ の ゲ ー ト 信 号 発 生 部 520、 及 び 第 ２ の ゲ ー ト 信 号 GS1b～ GSnbを 出
力 す る 第 ２ の ゲ ー ト 信 号 発 生 部 530か ら 成 る 。 制 御 部 510は 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ 200
か ら 印 加 さ れ た 第 ２ の 制 御 信 号 CNT2に 応 じ 、 映 像 デ ー タ 信 号 RGBの 各 フ レ ー ム の 期 間 を 示
す フ レ ー ム 制 御 信 号 FCを 出 力 す る 。 第 １ の ゲ ー ト 信 号 発 生 部 520は 、 制 御 部 510か ら 印 加 さ
れ た フ レ ー ム 制 御 信 号 FCに 応 じ 、 第 １ の ゲ ー ト 信 号 GS1a～ GSnaを 映 像 デ ー タ 信 号 RGBの フ
レ ー ム 毎 に ア ク テ ィ ブ に し て 出 力 す る 。 第 １ の ゲ ー ト 信 号 発 生 部 520か ら 出 力 さ れ る 第 １
の ゲ ー ト 信 号 GS1a～ GSnaは 、 各 画 素 PXに 含 ま れ る 第 １ の 副 画 素 PXaに 対 し て 印 加 さ れ 、 第
１ の 副 画 素 PXaに 含 ま れ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を タ ー ン オ ン さ せ 、 又 は タ ー ン オ フ さ せ る 。
第 ２ の ゲ ー ト 信 号 発 生 部 530は 、 制 御 部 510か ら 印 加 さ れ た フ レ ー ム 制 御 信 号 FCに 応 じ 、 第
２ の ゲ ー ト 信 号 GS1b～ GSnbを 映 像 デ ー タ 信 号 RGBの 二 つ の 連 続 す る フ レ ー ム 毎 に ア ク テ ィ
ブ に し て 出 力 す る 。 第 ２ の ゲ ー ト 信 号 発 生 部 530か ら 出 力 さ れ る 第 ２ の ゲ ー ト 信 号 GS1b～ G
Snbは 、 各 画 素 PXに 含 ま れ る 第 ２ の 副 画 素 PXbに 対 し て 印 加 さ れ 、 第 ２ の 副 画 素 PXbに 含 ま
れ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を タ ー ン オ ン さ せ 、 又 は タ ー ン オ フ さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 4Aは 、 図 2Aに 示 さ れ て い る 状 態 で の 駆 動 信 号 を 示 す タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。 図 4Aに 示 さ
れ て い る よ う に 、 デ ー タ 駆 動 部 400か ら 第 １ の デ ー タ ラ イ ン D1に 対 し て 印 加 さ れ る 第 １ の
デ ー タ 階 調 信 号 GA1は 好 ま し く は 矩 形 波 列 で あ り 、 い ず れ か の ゲ ー ト 信 号 が ア ク テ ィ ブ に
さ れ る 間 、 所 定 の 基 準 レ ベ ル に 対 す る レ ベ ル aが 一 定 に 維 持 さ れ 、 そ の 基 準 レ ベ ル に 対 す
る 極 性 が 一 定 の 周 期 で 反 転 す る 。 例 え ば 図 4Aに 示 さ れ て い る 期 間 TAで は ゲ ー ト 駆 動 部 500
が 、 第 １ の ゲ ー ト ラ イ ン G1aに 入 力 さ れ る 第 １ の ゲ ー ト 信 号 GS1aと 第 ２ の ゲ ー ト ラ イ ン G1b
に 入 力 さ れ る 第 ２ の ゲ ー ト 信 号 GS1bと を 同 時 に ア ク テ ィ ブ に し 、 第 １ の 副 画 素 PXaと 第 ２
の 副 画 素 PXbと の そ れ ぞ れ に 含 ま れ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 同 時 に タ ー ン オ ン さ せ る 。 そ れ
に よ り 、 第 １ の 副 画 素 PXaと 第 ２ の 副 画 素 PXbと に 対 し 、 負 極 性 の 第 １ の デ ー タ 階 調 信 号 GA
1が 同 時 に 印 加 さ れ る 。 同 様 に 、 ゲ ー ト 駆 動 部 500か ら 出 力 さ れ る ゲ ー ト 信 号 の 各 対 （ GS1a
、 GS1b） ～ （ GSna、 GSnb） が 順 番 に ア ク テ ィ ブ に さ れ 、 画 素 PXの マ ト リ ッ ク ス の 行 単 位 で
、 各 画 素 PXに 含 ま れ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 順 番 に タ ー ン オ ン さ せ る 。 そ れ に よ り 、 映 像 デ
ー タ 信 号 RGBの あ る 一 つ の フ レ ー ム で は 、 同 じ 画 素 PXに 含 ま れ る 第 １ の 副 画 素 PXaと 第 ２ の
副 画 素 PXbと の 両 方 に 対 し 、 第 １ の デ ー タ 階 調 信 号 GA1が 同 時 に 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 4Bは 、 図 2Bに 示 さ れ て い る 状 態 で の 駆 動 信 号 を 示 す タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。 図 4Bに 示 さ
れ て い る よ う に 、 デ ー タ 駆 動 部 400か ら 第 １ の デ ー タ ラ イ ン D1に 対 し て 印 加 さ れ る 第 ２ の
デ ー タ 階 調 信 号 GA2は 好 ま し く は 矩 形 波 列 で あ り 、 第 １ の ゲ ー ト 信 号 の い ず れ か が ア ク テ
ィ ブ に さ れ る 間 、 所 定 の 基 準 レ ベ ル に 対 す る レ ベ ル bが 一 定 に 維 持 さ れ 、 そ の 基 準 レ ベ ル
に 対 す る 極 性 が 一 定 の 周 期 で 反 転 す る 。 こ こ で 、 同 じ 第 １ の ゲ ー ト 信 号 GS1aが ア ク テ ィ ブ
に さ れ る 期 間 で の 第 ２ の デ ー タ 階 調 信 号 GA2の レ ベ ル bは 、 第 １ の デ ー タ 階 調 信 号 GA1の レ
ベ ル aよ り 大 き い ： b＞ a。 例 え ば 図 4Bに 示 さ れ て い る 期 間 TBで は ゲ ー ト 駆 動 部 500が 、 第 １
の ゲ ー ト ラ イ ン G1aに 入 力 さ れ る 第 １ の ゲ ー ト 信 号 GS1aを ア ク テ ィ ブ に し 、 第 １ の 副 画 素 P
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Xaに 含 ま れ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を タ ー ン オ ン さ せ る 。 一 方 、 ゲ ー ト 駆 動 部 500は 、 第 ２ の
ゲ ー ト ラ イ ン G1bに 入 力 さ れ る 第 ２ の ゲ ー ト 信 号 GS1bを ア ク テ ィ ブ で な い 状 態 に 維 持 し 、
第 ２ の 副 画 素 PXbに 含 ま れ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を オ フ 状 態 に 維 持 す る 。 そ れ に よ り 、 第 １
の 副 画 素 PXaに 対 し て は 負 極 性 の 第 ２ の デ ー タ 階 調 信 号 GA2が 印 加 さ れ 、 第 ２ の 副 画 素 PXb
で は 直 前 の フ レ ー ム で 印 加 さ れ た 負 極 性 の 第 １ の デ ー タ 階 調 信 号 GA1が そ の ま ま 維 持 さ れ
る 。 同 様 に 、 ゲ ー ト 駆 動 部 500か ら 出 力 さ れ る 第 １ の ゲ ー ト 信 号 GS1a～ GSnaが 順 番 に ア ク
テ ィ ブ に さ れ 、 画 素 PXの マ ト リ ッ ク ス の 行 単 位 で 、 第 １ の 副 画 素 PXaを 順 番 に タ ー ン オ ン
さ せ る 。 そ れ に よ り 、 図 2Bに 示 さ れ て い る 状 態 で は 、 映 像 デ ー タ 信 号 RGBの 一 つ の フ レ ー
ム の 間 、 第 １ の 副 画 素 PXaに 対 し て は 第 ２ の デ ー タ 階 調 信 号 GA2が 印 加 さ れ 、 第 ２ の 副 画 素
PXbに 対 し て は 直 前 の フ レ ー ム で 印 加 さ れ た 第 １ の デ ー タ 階 調 信 号 GA1が そ の ま ま 維 持 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 4Aと 図 4Bと に 示 さ れ て い る よ う に 、 映 像 デ ー タ 信 号 RGBの 各 フ レ ー ム で は 、 第 １ の 副
画 素 PXaに 対 し て 印 加 さ れ る 第 １ の デ ー タ 階 調 信 号 GA1の 極 性 が 、 次 の フ レ ー ム で 第 １ の 副
画 素 PXaに 対 し て 印 加 さ れ る 第 ２ の デ ー タ 階 調 信 号 GA2の 極 性 と 等 し い 。 そ れ に よ り 、 映 像
デ ー タ 信 号 RGBの 二 つ の 連 続 す る フ レ ー ム の 間 で は 、 第 １ の デ ー タ 階 調 信 号 GA1の 印 加 に よ
り 第 １ の 副 画 素 PXaに 含 ま れ る 液 晶 キ ャ パ シ タ が 保 持 す る 電 圧 か ら 、 第 ２ の デ ー タ 階 調 信
号 GA2の 印 加 に よ り そ の 液 晶 キ ャ パ シ タ が 保 持 す る 電 圧 へ の 変 動 幅 が 狭 い 。 そ の 結 果 、 第
１ の 副 画 素 PXaに 含 ま れ る 液 晶 キ ャ パ シ タ の 充 電 時 間 が 十 分 に 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 映 像 デ ー タ 信 号 RGBの あ る 一 つ の フ レ ー ム で は 、 図 4Aに 示 さ れ て い る よ う に 、 液
晶 パ ネ ル 100の 画 素 PXに 対 し 、 比 較 的 低 い 階 調 レ ベ ル aを 示 す 第 １ の デ ー タ 階 調 信 号 GA1が
印 加 さ れ 、 次 の フ レ ー ム で は 、 図 4Bに 示 さ れ て い る よ う に 、 同 じ 画 素 PXに 対 し 、 比 較 的 高
い 階 調 レ ベ ル bを 示 す 第 ２ の デ ー タ 階 調 信 号 GA2が 印 加 さ れ る 。 従 っ て 、 液 晶 表 示 装 置 10で
は 、 正 規 の 映 像 の 間 に 暗 い 映 像 を 挿 入 す る イ ン パ ル ス 駆 動 方 式 の 効 果 と 同 等 な 、 残 像 の 抑
制 効 果 が 得 ら れ 、 特 に 動 画 を 表 示 す る と き に 物 体 の 輪 郭 が 鮮 明 で あ り 、 か つ 画 像 が 薄 暗 く
ぼ け る 現 象 （ ブ ラ ー リ ン グ ） が 除 去 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 5は 、 図 1に 示 さ れ て い る 液 晶 パ ネ ル に 表 示 さ れ る 映 像 を 示 す 図 面 で あ る 。 図 5で は 、
同 じ 画 素 PXに 含 ま れ る 第 １ の 副 画 素 PXaと 第 ２ の 副 画 素 PXbと に 対 し て 同 じ 第 １ の デ ー タ 階
調 信 号 GA1を 印 加 す る フ レ ー ム の 映 像 が 符 号 GA1／ GA1で 表 さ れ 、 第 １ の 副 画 素 PXaに 対 し て
は 第 ２ の デ ー タ 階 調 信 号 GA2を 新 た に 印 加 し 、 第 ２ の 副 画 素 PXbで は 第 １ の デ ー タ 階 調 信 号
GA1を そ の ま ま 維 持 す る フ レ ー ム の 映 像 が 符 号 GA2／ GA1で 表 さ れ て い る 。 図 4Aと 図 4Bと に
示 さ れ て い る よ う に 、 第 １ の デ ー タ 階 調 信 号 GA1の 示 す 階 調 レ ベ ル aは 第 ２ の デ ー タ 階 調 信
号 GA2の 示 す 階 調 レ ベ ル bよ り 低 い 。 従 っ て 、 図 5に 示 さ れ て い る よ う に 、 第 １ の 副 画 素 PXa
と 第 ２ の 副 画 素 PXbと の 両 方 に 対 し て 第 １ の デ ー タ 階 調 信 号 GA1が 印 加 さ れ る 映 像 デ ー タ 信
号 RGBの フ レ ー ム で は 、 液 晶 パ ネ ル 100に 比 較 的 暗 い 映 像 が 表 示 さ れ る 。 一 方 、 映 像 デ ー タ
信 号 RGBの 次 の フ レ ー ム で は 、 第 １ の 副 画 素 PXaに 対 し て は 第 ２ の デ ー タ 階 調 信 号 GA2が 印
加 さ れ 、 第 ２ の 副 画 素 PXbで は 直 前 の フ レ ー ム で 印 加 さ れ た 第 １ の デ ー タ 階 調 信 号 GA1が 維
持 さ れ て い る の で 、 液 晶 パ ネ ル 100に は 、 直 前 の フ レ ー ム で 表 示 さ れ た 映 像 に 比 べ て 明 る
い 映 像 が 表 示 さ れ る 。 こ う し て 、 液 晶 パ ネ ル 100に は 、 映 像 デ ー タ 信 号 RGBの 二 つ の 連 続 す
る フ レ ー ム 毎 に 、 暗 い 映 像 と 明 る い 映 像 と が 交 互 に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た 。 し か し 、 当 業 者 で あ れ ば 、 特 許 請 求 の 範 囲
に 記 載 さ れ た 本 発 明 の 思 想 か ら 外 れ る こ と な く 、 本 発 明 の 上 記 の 実 施 形 態 を 多 様 に 修 正 し
、 又 は 変 更 で き る こ と が 理 解 さ れ る べ き で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ２ Ａ 】 図 1に 示 さ れ て い る 液 晶 パ ネ ル に 含 ま れ る 一 個 の 画 素 に つ い て 、 映 像 デ ー タ 信
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号 の あ る 一 つ の フ レ ー ム で の 状 態 を 示 す 模 式 図
【 図 ２ Ｂ 】 図 1に 示 さ れ て い る 液 晶 パ ネ ル に 含 ま れ る 一 個 の 画 素 に つ い て 、 図 2Aに 示 さ れ
て い る 状 態 を 示 す フ レ ー ム の 次 の フ レ ー ム で の 状 態 を 示 す 模 式 図
【 図 ３ 】 図 1に 示 さ れ て い る ゲ ー ト 駆 動 部 の ブ ロ ッ ク 図
【 図 ４ Ａ 】 図 2Aに 示 さ れ て い る 状 態 で の 駆 動 信 号 を 示 す タ イ ミ ン グ 図
【 図 ４ Ｂ 】 図 2Bに 示 さ れ て い る 状 態 で の 駆 動 信 号 を 示 す タ イ ミ ン グ 図
【 図 ５ 】 図 1に 示 さ れ て い る 液 晶 パ ネ ル に 表 示 さ れ る 映 像 を 示 す 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 10　 液 晶 表 示 装 置
　 100　 液 晶 パ ネ ル
　 200　 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ
　 300　 階 調 電 圧 生 成 部
　 400　 デ ー タ 駆 動 部
　 500　 ゲ ー ト 駆 動 部
　 510　 制 御 部
　 520　 第 １ の ゲ ー ト 信 号 発 生 部
　 530　 第 ２ の ゲ ー ト 信 号 発 生 部
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